
仕
事
を
企
て
る
と
き
に
は
、
実
行
可
能
か
ど
う
か

を
必
ず
検
討
す
る
。
英
語
で
は
こ
の
作
業
を

F
easib

ility
S
tu
d
y

と
言
う
。
財
団
法
人
日
本
規
格

協
会
は
「
実
現
可
能
性
検
討
」
あ
る
い
は
「
実
現
可

能
性
調
査
」
と
訳
し
て
い
る
。
文
部
省
の
学
術
用
語

集
で
は
「
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
」
と
し
、

ま
た
「
計
画
案
の
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
の

分
析
。
特
に
計
画
案
の
事
業
と
し
て
の
経
営
的
採
算

性
を
検
討
す
る
も
の
を
い
う
。事
業
化
可
能
性
調
査
」

と
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
英
語
を
そ
の
ま

ま
使
う
こ
と
と
す
る
。

我
々
が
海
外
の
衛
星
通
信
用
地
球
局
の
仕
事
を
始

め
た
四
〇
年
ほ
ど
前
の
国
際
電
話
は
、
相
手
国
に
よ

っ
て
は
、
申
し
込
ん
で
か
ら
通
話
ま
で
に
数
時
間
、

極
端
な
場
合
に
は
数
日
を
要
し
た
時
代
で
あ
り
、
海

外
の
通
信
事
業
者
は
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
導
入
の
フ

ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
て
い
た
。
我
々

が
、
自
発
的
に
（
ア
ン
ソ
リ
シ
テ
ッ
ド
）
フ
ィ
ー
ジ

ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
報
告
書
を
提
出
し
た

こ
と
も
あ
る
。
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
る
需
要
の
増
大
、そ
の
た
め
に
必
要
な
組
織
、

施
設
、
費
用
、
資
金
調
達
、
採
算
性
、
事
業
開
始
ま

で
の
段
取
り
や
工
程
計
画
、
さ
ら
に
は
通
信
衛
星
を

利
用
す
る
た
め
の
国
際
機
構
へ
の
加
盟
手
順
も
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

我
々
の
顧
客
の
ほ
と
ん
ど
は
政
府
機
関
で
あ
る

が
、
彼
ら
は
外
国
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
起
用
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

を
行
い
、そ
れ
に
基
づ
い
て
入
札
仕
様
書
を
作
成
し
、

入
札
書
の
評
価
を
行
う
の
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
一

般
的
な
役
割
で
あ
る
。
商
談
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

加
わ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
上

手
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
確
度

の
高
い
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
に
は

正
確
な
情
報
が
欠
か
せ
な
い
の
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
要
求
す
る
情
報
は
多
岐
に
わ
た
る
。
し
た
が
っ

て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
契
約
に
は
、
情
報
の
扱

い
方
を
含
め
、
細
部
ま
で
契
約
条
件
を
取
り
決
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
契
約
に
至
る
ま
で
に
は
、
国
と

国
と
の
外
交
交
渉
の
よ
う
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ

る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

実
は
、
国
外
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
起
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
。
五
世

紀
の
建
造
以
来
改
良
を
重
ね
て
難
攻
不
落
を
誇
っ
た

東
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の

城
壁
を
、
一
四
五
三
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
打
ち
破

り
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
た
の
は
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
が
巨
大
な
大
砲
を
開
発
し
た
外
国
人
を
雇
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
も
一
九
二
二

年
に
滅
亡
し
た
が
、
五
〇
〇
年
に
わ
た
る
長
い
歴
史

に
は
、
ベ
ニ
ス
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
姿
が

見
え
る
の
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
よ
う
な
専
制
国
家
で
も
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
の
間
に
は
契
約
が
存
在
し
て
い
た
よ
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外
国
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
起
用
す
る

こ
と
が
多
い
海
外
の
政
府
機
関



う
だ
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
解
任
す
る
に
は
、
形
式

的
に
せ
よ
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
現
在
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
に
は
、

長
い
歴
史
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
条
項
が
盛
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を

担
当
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
、
工
事
の
管
理
・
監

督
業
務
を
依
頼
し
、
完
成
後
に
、
予
測
し
た
効
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

補
償
を
求
め
る
と
い
う
契
約
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
歴
史
の
教
訓
を
活
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

海
外
諸
国
の
政
府
機
関
は
、
我
々
と
の
契
約
に
際

し
て
も
、
契
約
書
一
般
規
定
の
厳
密
な
適
用
に
こ
だ

わ
っ
た
。
特
に
、
納
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
顧
客
に
損

害
を
与
え
る
こ
と
へ
の
補
償
に
は
厳
し
か
っ
た
が
、

こ
れ
も
歴
史
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
思
う
。
客
先
と
の

交
渉
を
想
定
し
て
、
我
々
は
納
期
遅
れ
の
原
因
を
明

確
に
す
る
資
料
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

客
先
の
都
合
に
よ
る
仕
様
変
更
や
、
異
常
気
象
に
よ

る
納
期
変
更
は
免
責
に
な
る
。
イ
ン
ク
レ
メ
ン
ト
ウ

エ
ザ
ー
（
悪
天
候
）
と
い
う
言
葉
は
重
要
な
契
約
用

語
で
あ
っ
た
。我
々
業
者
に
責
任
が
な
い
場
合
に
は
、

顧
客
か
ら
の
責
任
追
及
の
矛
先
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
向
か
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
納
期
や
技
術
仕
様
な
ど

契
約
事
項
の
変
更
は
契
約
金
額
の
増
額
に
つ
な
が
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
契
約
納
期
は
、
会
計
年
度
あ
る

い
は
国
家
行
事
に
合
わ
せ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
に
も
歴
史
が
あ
り
、
彼

ら
は
顧
客
か
ら
信
頼
さ
れ
、
重
要
な
仕
事
を
担
当
し

て
い
る
。
優
秀
な
エ
ク
ス
パ
ト
リ
エ
ー
ト
を
持
つ
こ

と
が
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
か
ら
運
用
に
至

る
工
事
の
品
質
を
決
め
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
多
く
の
国
が
、
日
本
が
先
進
国
に
仲

間
入
り
し
た
秘
密
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。
外
国
か

ら
の
技
術
導
入
に
際
し
て
の
契
約
条
件
で
苦
汁
を
舐

め
た
話
や
、
海
外
で
の
タ
ー
ン
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
苦
労
話
を
盛
り
込
ん
だ
、
英
文
「
日
本
科
学
技
術

史
」
の
作
成
が
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
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く
、
納
期
は
重
要
な
契
約
条
件
で
あ
る
。
納
期
が
遅

れ
そ
う
に
な
る
と
、
顧
客
は
契
約
金
額
を
増
し
て
で

も
納
期
を
守
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
顧
客
が
、

会
計
年
度
を
越
え
て
の
納
期
延
期
、
さ
ら
に
は
予
算

増
額
を
認
め
る
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、

国
際
契
約
は
厳
し
さ
と
同
時
に
、
契
約
変
更
に
つ
い

て
の
柔
軟
さ
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
数
百
年
の
歴

史
か
ら
生
ま
れ
た
事
柄
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
英
国
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
は
英
国
式
一
般
契
約
条
件
に
固
執
し
た
。彼
ら
は
、

全
て
の
実
績
経
費
に
所
定
の
割
増
を
加
え
た
金
額
を

顧
客
に
請
求
し
た
。
ま
た
、
い
か
な
る
不
具
合
が
発

生
し
て
も
一
切
責
任
を
負
わ
な
い
と
主
張
し
た
。
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
は
長
年
に
わ
た
り
築
き
上
げ
た

会
社
の
名
前
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、
名
前
に
傷

が
付
く
と
、
金
額
に
換
算
で
き
な
い
大
き
な
損
失
を

受
け
る
。
し
た
が
っ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
不
具
合

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
万
全
の
処
置
を
と
っ
て
い

る
。
も
し
不
具
合
が
発
生
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
不

可
抗
力
で
あ
る
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
最
近
は
、
英

国
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
も
請
負
契
約
に
な
り
、

採
算
を
無
視
し
た
技
術
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
、
か
つ
て
の
勢
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

中
東
諸
国
の
政
府
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
以

外
に
欧
米
人
を
自
ら
の
職
員
と
し
て
持
っ
て
い
た
。

彼
ら
は
エ
ク
ス
パ
ト
リ
エ
ー
ト
（E

x
p
atriate

）
と

不
具
合
が
あ
っ
て
も
不
可
抗
力
だ
と
す
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
理
屈

厳
し
さ
と
同
時
に
契
約
変
更
の

柔
軟
さ
も
持
っ
て
い
る
国
際
契
約

Ｐ
２２
の
解
答

■
詰
め
将
棋

２
四
桂
　
同
歩

２
三
金
　
１
一
玉
　
２
二
金
　
同
玉

２
三
角
成

同
玉
　
１
三
金
ま
で
、
九
手
詰
。

「
解
説
」

２
四
桂
に
１
四
玉
は
、
２
一
金
、
同
金
、
同
角
成
、
同

玉
、
１
二
金
の
早
詰
み
。
２
三
金
を
同
金
と
し
て
は
同
角

成

以
下
、
七
手
詰
み
で
不
正
解
。
と
ど
め
の
１
三
金
の

筋
を
狙
い
一
本
道
の
手
順
で
す
。

■
詰
め
碁

「
正
解
」

黒
１
と
内
側
か
ら
攻

め
る
の
が
良
く
、
続
い

て
黒
３
、
５
と
詰
め
て

五
目
中
手
完
成
で
す
。

黒
１
で
単
に
３
は
白

５
で
セ
キ
生
き
で
す
。

５ ３ 

１ ２ ４ 


